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69.孀婦岩
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北緯29°47′39″東経140°20′31″ 標高99m (標高点・独自に計測) 

 
 
 

 

 
孀婦岩全景 西側上空から 2002 年 9 月 5 日 海上保安庁撮影 

 

�� 

東京の南約 660km、伊豆鳥島の南方約 76km に位置する黒色のカンラン石単斜輝石玄武岩か

らなる孤立突岩(高さ 100m、東西 84m、南北 56m)である。孀婦岩を頂部とする地塊は東西約

10km 離れた比高 1500～2000m の 2 つの山体から構成されている。東の山体の頂部には、孀婦

岩を含む高まりが、北東－南西に長軸をもつ楕円形の円錐台となって分布する。孀婦岩周辺

には、水深 140m 付近に地形の変換点をもつ平坦な島棚が形成されている。孀婦岩の南西 2.6km

には、水深 240m で、周囲からの 120m 程度の比高を有する火口があり、孀婦岩を含む高まり

は、この火口の北東部を覆うように発達している。構成岩石の SiO2 量は 49.9～55.9 wt.% で

ある。
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地形図 

 
図 69-1 孀婦岩周辺の海底地形図 (海上保安庁海洋情報部). 

 

地質図 

 

図 69-2 孀婦岩の地質構造図 (海上保安庁, 1995). 
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地形図 

 
図 69-1 孀婦岩周辺の海底地形図 (海上保安庁海洋情報部). 

 

地質図 

 

図 69-2 孀婦岩の地質構造図 (海上保安庁, 1995). 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

1975(昭和 50)年 1 (海水変色)1 噴火場所は孀婦岩の北方約 500m1。緑色の変色水。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)および海域火山データベース(海上保安庁海洋情報部, 2006)を参考とした。 

 

【引用文献】 

1.大谷康夫・土出昌一・芝田 厚・加藤 茂・岩渕義郎 (2004) 日本周辺海域火山通覧(第 3 版). 海洋情報部研究報

告, 40, 1-62. 
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機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

東京管区気象台総務部業務課 東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-2949 

 

 
引用文献 

海上保安庁 (1995) 孀婦岩 日本・南方諸島 : 海底地質構造図. 沿岸の海の基本図(5 万分の

1), 65537-S, 海上保安庁. 
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北緯27°14′49″ 東経140°52′28″ 標高25m (標高点・独自に計測) 

 

 
 
 

  
西之島の噴火 1973 年 9 月 14 日 海上保安庁撮影 西之島全景 1980 年 12 月 21 日 海上保安庁撮影  

  

西之島全景 1983 年 3 月 3 日 海上保安庁撮影    西之島全景 2003 年 11 月 4 日 海上保安庁撮影  

 

� � 

安山岩の火山島。基底の直径約 30km の大きな海底火山の頂部に位置する。島は長径(南西

－北東)約 650m、幅約 200m、面積約 77000 ㎡、標高 25m で、その北東側に数個の岩礁があっ

た。1973 年 5 月に同島南端の東方約 400m の海底で有史以降初めて噴火し、9 月に新島誕生。

新島は海中からのマグマ水蒸気爆発に始まり、海面上では半円形弧上に噴出口を移動させ、5

個の火口から噴石・溶岩を噴出した。強い侵食のため各火山体は山体の大半を失ったが、そ

れらの再堆積によって旧島と新島は連なり、そのため生じた湾も堆積物の移動によって、1982

年には湾口が閉じられた。噴出物の SiO2 量は 51.8～60.1 wt.% である。 
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